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二
十
世
紀
の
世
界
に
影
響
を
与
え
た
知
識
人
を
三
名
挙
げ
る
と
、
マ
ル
ク
ス
、
フ
ロ
イ
ト
、
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
浮
か
ぶ
。
三
人
と
も
ユ
ダ
ヤ
人
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
者
約

九
百
名
の
う
ち
一
八
～
二
五
％
は
、
世
界
の
人
口
比
〇
・
二
％
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
占
め
る
。
民
族
の
優

劣
は
簡
単
に
は
断
じ
え
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
格
差
が
あ
る
と
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
な
ぜ
優
秀
な
の
か
」

の
理
由
を
探
り
た
く
な
る
。
い
く
つ
か
の
説
を
紹
介
し
よ
う
。 

仮
説
Ⅰ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
二
千
年
近
く
土
地
を
持
た
な
い
離
散
の
民
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
中

世
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
差
別
さ
れ
て
き
た
。
不
安
定
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
彼
ら
は
普

遍
的
な
真
理
を
探
求
し
知
識
の
価
値
を
高
い
も
の
と
し
、
ま
た
多
言
語
・
多
文
化
に
慣
れ
親
し
む
習

慣
を
身
に
付
け
た
。
た
だ
世
界
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
に
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
差
別
さ
れ
て
い
る
民

族
は
多
く
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
秀
で
て
い
る
根
拠
と
し
て
は
や
や
弱
い
。 

仮
説
Ⅱ
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
教
体
制
そ
の
も
の
に
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
学
問
を

要
請
し
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
会
堂
）
で
ラ
ビ
（
律
法
学
者
）
の
指
導
の
下
、「
ヘ
ブ
ラ

イ
語
聖
典
」「
口
伝
ト
ー
ラ
ー
」「
ミ
シ
ュ
ナ
」「
タ
ル
ム
ー
ド
」
を
徹
底
的
に
学
習
し
た
。
特
に
「
タ

ル
ム
ー
ド
」
は
古
代
か
ら
の
註
解
や
論
争
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
で
、
こ
れ
を
題
材
に
対
話
と
推
論
を

行
い
、
新
た
な
見
解
に
至
る
。
近
代
ユ
ダ
ヤ
人
の
世
界
の
知
的
分
野
へ
の
進
出
は
、
蓄
積
さ
れ
た
伝

統
的
教
育
の
成
果
と
見
な
す
。 

仮
説
Ⅲ
は
、
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
の
狭
量
さ
や
古
臭
さ
を
乗
り
越
え
て
、
理
想
と
そ
の
実
現
を
求
め
た

一
群
の
思
想
家
が
い
る
（
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
著
『
非
ユ
ダ
ヤ
的
ユ
ダ
ヤ
人
』
で
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ハ
イ

ネ
、
マ
ル
ク
ス
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
、
フ
ロ
イ
ト
等
を
挙
げ
る
）。
普
遍
的
法
則
性
の
把
握
、
人
間
の
繋
が

り
へ
の
確
信
、
国
家
や
民
族
を
超
え
た
平
等
な
社
会
の
希
求
は
、
多
様
な
人
材
を
生
ん
だ
。 

 

以
上
三
つ
の
仮
説
は
、
ど
れ
も
当
た
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
ひ
と
つ
説
得
力
に
欠
け
る
。
こ
れ

は
、
世
界
を
流
浪
し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
概
念
の
曖
昧
さ
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。 

そ
こ
で
仮
説
Ⅳ
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
宇
宙
か
ら
来
た
地
球
外
生
命
体
」
は
如
何
で
す
か
。 


